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【
う
ら
へ
続
く
】

　

福
島
原
発
事
故
の
生な
り
わ
い業

訴
訟
で
国
と
東
電
に
賠
償

命
ず
る
（
10
日
）。「
福
島

地
裁
は
法
的
な
責
任
が
あ

っ
た
と
断
定
し
た
。
勇
気

あ
る
判
決
だ
」「
国
と
東

電
の
両
方
の
法
的
責
任
を

認
め
た
の
は
３
月
の
前
橋

地
裁
に
続
き
２
件
目
だ
」

「
同
様
の
集
団
訴
訟
は
全

国
で
約
30
件
も
あ
る
が
今

回
の
原
告
数
は
３
８
０
０

人
と
最
大
規
模
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

み
ち
び
き
４
号
機
の
打

ち
上
げ
成
功（
10
日
）。「
カ

ー
ナ
ビ
な
ど
の
精
度
は
現

在
の
10
数
ｍ
か
ら
１
ｍ
程

度
に
な
る
」「
特
殊
な
受

信
機
を
使
う
と
６
㎝
程
度

に
縮
ま
る
と
の
こ
と
」「
精

度
の
向
上
は
歓
迎
だ
が

軍
事
利
用
は
や
め
て
ほ
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

神
戸
製
鋼
が
ア
ル
ミ
製

品
や
銅
製
品
の
強
度
を
改

　

北
朝
鮮
問
題
で
軍
事
的

緊
張
が
高
ま
る
中
、
安
倍

政
権
は
戦
争
法
を
発
動
。

５
月
に
は
海
上
自
衛
隊

の
ヘ
リ
空
母
が
太
平
洋
上

で
、戦
争
法
に
基
づ
く「
米

艦
警
護
」
を
米
海
軍
補
給

艦
に
実
施
し
、
９
月
に
は

海
自
の
補
給
艦
が
米
海
軍

イ
ー
ジ
ス
艦
に
燃
料
を
提

供
し
ま
し
た
。
こ
の
補
給

国
民
知
ら
ぬ
間
に

　
　
　

 

戦
争
法
発
動

　
　

攻
撃
あ
れ
ば
自
動
参
戦

は
、
戦
争
法
の
一
環
の
日

米
物
品
役
務
相
互
提
供
協

定
に
よ
る
も
の
。
い
ず
れ

も
国
民
に
知
ら
さ
れ
な
い

ま
ま
、
後
日
、
報
道
で
分

か
り
ま
し
た
。
い
ま
も
実

施
場
所
な
ど
詳
細
は
非
公

表
で
す
。

　
「
米
艦
防
護
」
の
最
中

に
軍
事
衝
突
が
起
こ
れ

ば
、
自
衛
隊
は
武
器
を

使
用
し
て
「
反
撃
」
で
き

ま
す
。
戦
争
法
で
定
め
た

「
存
立
危
機
事
態
の
発
生
」

と
い
う
要
件
す
ら
満
た
さ

ず
、
自
衛
隊
は
米
国
の
戦

争
に
自
動
参
戦
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

重
大
な
こ
と
に
、い
つ
、

ど
こ
で
、
何
を
し
て
る
の

か
、
国
民
が
何
も
知
ら
な

い
う
ち
に
米
軍
の
戦
争
に

参
戦
し
、国
土
が
「
戦
場
」

に
な
る
事
態
さ
え
あ
り
得

る
の
で
す
。
戦
争
法
は
一

刻
も
早
く
な
く
す
べ
き
で

す
。

平
和
賞
は
被
爆
者
へ
の
賛
辞

今
こ
そ
核
兵
器
反
対
宣
言
を

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
声
明

者
ら
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
も

の
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
声
明
は
、
核
兵

器
が
「
安
全
保
障
を
も
た

ら
す
合
法
的
で
不
可
欠
な

源
泉
」
と
み
な
す
一
部
政

府
の
考
え
を
「
危
険
な
も

の
」
と
批
判
。「
核
戦
争

の
亡
霊
が
再
び
大
き
く
立

ち
現
れ
て
い
る
。
核
兵
器

に
断
固
と
し
た
反
対
を
宣

言
す
べ
き
時
が
あ
る
と
す

　

２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
核

兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
は
６

日
、
声
明
を
発
表
し
、
今

回
の
受
賞
は
核
兵
器
禁
止

条
約
の
実
現
で
果
た
し
た

自
分
た
ち
の
役
割
を
評
価

し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆

る
な
ら
、
そ
れ
は
今
だ
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
被
爆
国
で

あ
り
な
が
ら
禁
止
条
約
に

反
対
し
て
い
ま
す
。
あ
く

ま
で
背
を
向
け
る
な
ら
、

条
約
に
サ
イ
ン
す
る
政
府

を
国
民
の
力
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

国民に生活悪化押し付け、
　　　　大企業・富裕層に恩恵
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ざ
ん
。「
製
品
は
『
み
ち

び
き
』
の
打
ち
上
げ
ロ
ケ

ッ
ト
を
は
じ
め
、飛
行
機
、

新
幹
線
、
車
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
る
」「
出
荷
先

は
２
０
０
社
に
も
お
よ
ぶ

と
い
う
」「
日
本
の
工
業

製
品
の
信
頼
を
が
た
落
ち

さ
せ
る
大
問
題
だ
」「
こ

れ
ら
の
製
品
を
使
用
し
て

い
た
メ
ー
カ
ー
が
『
安
全

性
に
問
題
は
な
い
』
と
い

新
車
の
最
終
検
査
を
さ
せ

て
い
た
」「
組
織
ぐ
る
み

で
常
態
化
し
て
い
た
」「
安

全
軽
視
も
は
な
は
だ
し

い
。
悲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

沖
縄
米
軍
ヘ
リ
が
沖
縄

県
高
江
村
の
牧
草
地
に
墜

落
、
炎
上
（
11
日
）。「
集

落
か
ら
わ
ず
か
数
百
㍍

の
所
だ
」「
建
設
時
に
激

し
い
反
対
運
動
が
あ
っ
た

ヘ
リ
パ
ッ
ド
に
近
い
と
こ

ろ
だ
」「
県
民
が
心
配
し

て
い
た
こ
と
が
起
き
た
」

「
04
年
の
沖
縄
国
際
大
学

に
墜
落
し
た
ヘ
リ
と
同
じ

型
だ
」「
翁
長
県
知
事
が

『
こ
の
よ
う
な
状
況
を
国

が
沖
縄
に
強
い
て
い
る
の

が
〝
国
難
〞
だ
』
と
抗
議

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

体
操
世
界
選
手
権
（
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
）。「
女
子

ゆ
か
で
村
上
茉ま

い愛
選
手
が

優
勝
し
た
」「
63
年
ぶ
り

の
快
挙
だ
」「
小
柄
な
選

手
だ
が
大
き
く
見
え
た
」

「
男
子
は
白
井
健
三
選
手

ジョセフ・ケナタッチさん
　　　　　　　　　　　（国連特別報告者）

“共謀罪に人権侵害の懸念”

   政府の回答　私の疑問に答えず

　

国
連
特
別
報
告
者
の
ジ

ョ
セ
フ
・
ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏

は
５
月
、
共
謀
罪
に
つ
い

て
人
権
侵
害
の
懸
念
を
、

安
倍
首
相
あ
て
の
書
簡

で
表
明
。
日
本
政
府
は
８

月
、
同
書
簡
へ
の
回
答
を

公
表
。
同
氏
は
こ
の
た
び

政
府
回
答
へ
の
見
解
を
語

り
ま
し
た
。

　

ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏
は
「
日

本
政
府
の
回
答
は
何
ら
新

た
な
理
由
や
説
明
を
提
供

し
な
い
」「
と
く
に
重
要

な
論
点

－

国
民
監
視
が
行

わ
れ
る
際
の
事
前
的
・
事

後
的
な
人
権
保
障
措
置
と

そ
の
方
策
に
関
し
て
満
足

で
き
な
い
」「
ま
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
策
が
日
本

の
法
律
の
ど
こ
に
あ
る
の

か
示
し
て
い
な
い
」「
選

挙
後
に
私
は
日
本
政
府
と

直
接
協
議
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

自
民
党
は
、
正
社
員
の

有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
を

超
え
た
こ
と
を
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
成
果
と
自
慢
し
て

い
ま
す
。
雇
用
は
改
善
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
有

効
求
人
倍
率
が
特
に
高
い

職
種
に
つ
い
て
分
析
す
る

と
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

　

飲
食
店
や
宿
泊
施
設

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
を

含
む
「
接
客
・
給
仕
の

職
業
」
の
有
効
求
人
倍
率

は
、
３
・
92
倍
と
高
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の

職
業
を
含
む
「
宿
泊
業
・

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
離

職
率
は
30
・
０
％
と
全
産

業
で
最
高
で
す
。
非
正
規

雇
用
比
率
の
高
さ
や
月
額

13
万
５
９
４
０
円
と
い
う

低
賃
金
が
背
景
に
あ
り
ま

す
。

　

介
護
職
員
や
保
育
士
な

ど
も
同
様
に
、
有
効
求
人

倍
率
が
高
い
一
方
、
離
職

率
も
高
率
で
す
。
労
働
環

境
が
厳
し
い
の
に
賃
金
が

低
い
た
め
、
別
の
職
種
に

移
る
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

離
職
率
が
高
い
職
業
で

有
効
求
人
倍
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

は
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大

や
福
祉
切
り
捨
て
な
ど
、

歴
代
自
民
党
政
権
に
よ
る

悪
政
で
す
。
そ
れ
が
有
効

求
人
倍
率
を
押
し
上
げ
て

い
る
の
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
斬
る

「
有
効
求
人
倍
率
ア
ッ
プ

 

は
成
果
」
は
ゴ
マ
カ
シ

　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

は
９
月
５
日
、
羽
田
発

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
の
ボ

ー
イ
ン
グ
７
７
７
型
機
が

エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
し
、
緊
急
着
陸
し
ま
し

た
。
15
年
末
か
ら
16
年
始

め
に
か
け
て
、
４
回
の
エ

ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
を
続
発

で
す
。

　

一
度
経
営
破
綻
し
た
Ｊ

Ａ
Ｌ
は
、
経
営
再
建
中
か

ら
１
５
０
０
億
円
を
超
え

JAL　エンジントラブル続発

 　人員不足で職場疲弊

る
営
業
利
益
を
あ
げ
な
が

ら
、
部
門
別
採
算
制
度
を

導
入
し
、
採
算
優
先
の
経

費
削
減
と
人
員
削
減
を
続

け
て
い
ま
す
。
会
社
は
人

手
不
足
に
悩
む
整
備
士
に

「
整
備
は
40
億
円
の
赤
字

だ
」
と
経
費
節
減
を
せ
ま

っ
て
い
ま
す
。
空
の
安
全

運
航
の
た
め
に
、
人
員
不

足
と
整
備
体
制
の
早
急
な

充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

が
個
人
総
合
３
位
に
続

き
、
跳
馬
と
ゆ
か
で
２
冠

を
達
成
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
12
日
ま
で
季
節
は
ず

れ
の
暑
さ
が
続
い
た
」

「
13
日
は
一
転
、
前
日
よ

り
10
数
度
も
低
く
な
っ

た
」「
テ
レ
ビ
で
寒
暖
差

ア
レ
ル
ギ
ー
の
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
た
」

う
発
表
に
も
違
和
感
が
あ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
日
産
が
無
資
格
者
に


